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フィブリン被覆人工血管における13因子の効果
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26）フィブリン被覆人工血管におけるⅢ因子の効果
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記録１７８５

Ｉ基礎検討はじめに

１．方法

Fglg/50,J，Thrombin500単位/20,Jに種々 の

量のⅢ因子またはⅢ因子阻害剤であるＩＮＨを

添加し，肋Ｗ"ｏで混合して生成きれるFibrin

のa-polymerとγ-dimerの比率を求めた．これ

に基づいて生成きれるFibrinにほとんどa-poly‐

merが含まれない条件として，ＩＮＨを２０，Ｍ／

Fglg添加しＩＦＰした人工血管を雑犬の胸部大動

脈に移植した．直後にウロキナーゼ１万単位/kｇ

を投与し，グラフト出血の有無を見た．次に人工

血管器質化に対するⅢ因子の効果を検討すべ〈

INH添加Ｆｇ（0.63,Ｍ/Fglg）とⅢ因子添加Ｆｇ

(260％）を用いて，別々にＩＦＰした各々長さ３

ｃｍの人工血管を連結し雑犬３頭の腹部大動脈に

移植し，約３カ月後に摘出してThrombusfree

surface（TFS）を比較した．

教室では織布人工血管のPreclotting法として，

昭和57年以来Fibrinogen（Fg）Thrombinを使用

するんｖｊ"Ofibrinpreclotting法（IFP）を行って

きたこれは人工血管をThrombin溶液に浸した

後，Ｆｇ溶液を数回人工血管内へ加圧注入し，そ

の織布間隙及び内面をFibrinで被覆する方法で

ある．本法は自家血節減と完全な被覆が達成きれ

るほか，血液適合性や治癒の向上が期待され，そ

れには安定化Fibrin形成が前提となる．そこで

安定化Fibrin形成に必須とされるⅢ因子につい

てＩＦＰにおける効果，特に遅発性出血及び人工

血管の器質化の関係について検討し更に臨床経験

について述べる．
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